
2020 年 度 教 育 研 究 活 動 報 告 用 紙（様式９） 

 

氏名   石井 奈央 職名   助教 学位 学士 

 

研  究  分  野 研究内容のキーワード 

看護基礎教育 
基礎看護学教育 

看護基礎教育 基礎看護教育 生活援助 遠隔実習 
カリキュラム開発 

 

研  究  課  題 

看護基礎教育における清拭の教育内容に関する研究 
コロナ禍における基礎看護学領域の学内実習のあり方 

 

担  当  授  業  科  目 

看護技術論  
生活援助技術論演習  
診療関連技術論演習  
看護過程論  
基礎看護学実習Ⅰ  
基礎看護学実習Ⅱ 

 

授業を行う上で工夫した事項（※ 助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項） 

授業科目名【看護技術論】 
遠隔講義であったため、教材開発を工夫した。新しく撮影したもの、以前から教材として使用したものを   

再編集しナレーションを加えるなど、遠隔講義においても学生に伝わりやすいよう努めた。 

授業科目名【生活援助技術論】 
清潔の単元を担当。密にならないようなグループ編成、学生の寒さとうに配慮した換気をおこない、人権に  

配慮した。講義と演習の関連性を小田教授から指導を受け、実施した。 

授業科目名【看護過程論】 
遠隔でのグループワークであったため、進捗状況を細かく確認しながらすすめた。学生に知識を教授するので

はなく、学生自身が学問的な問いを立てられるように指導した。コロナ禍であり図書室等への入館が制限され

る中で、どのように情報を得るのか、どのように文献を調べるのかについては具体的に助言した。 
授業科目名【基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ】 
学内実習であったため、「仮想電子カルテ」を作成した。なるべく現実の病院に環境を近づけ、リアリティを  

少しでも持たせられるよう工夫した。学生自身の気付きや学びを肯定的にフィードバックすることに努めた。

不足がある部分に関しては、そこを指摘するだけでなく、どうすれば克服できるかについて学生と話し合った。 
 

 

学 会 に お け る 活 動 

所属学会等の名称 役職名等（任期） 加入時期 
   



２０２０ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

概      要 

（著書）     

（学術論文）     

（翻訳）     

（学会発表）     

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（１）  共  同  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
研 究 者 

○代表者（ ）内は学外者 
交付決定額 
（単位：円） 

    

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（２）  個  人  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
交付決定額 
（単位：円） 

備   考 

    

 

社  会  に  お  け  る  活  動  等 

団体・委員会等の名称 
（内    容） 

役 職 名 等 
任     期 
期  間  等 

   

 

学 内 に お け る 活 動 等 （役職、委員、学生支援など） 

ブログ委員 

 


